






























































































断され，平成 28 年 11 月，根治術として頭蓋内
表１　依頼診療科別の推移（平成 30年 10 月末日現在）
年度 27 28 29 30
心臓血管外科 １ ２ ０ ２
脳神経外科 ０ 14 18 11
耳鼻咽喉科 ０ １ ０ １
胸部・乳腺外科 ０ ０ ０ ４








































を認めるようになり，脳神経外科を受診．右顔面痙攣と診断され，平成 28 年 11 月，根治
術として頭蓋内微小血管減圧術が施行された．モニタリング検査は，聴性脳幹反応（ABR：
auditory brainstem response）を実施した．ABR は聴覚機能および脳幹機能を客観的に
評価し，術後の難聴・脳幹障害を未然に回避する目的で行われる検査である． 






































































た．術中，最長 1.8msec まで潜時が延長したが，終了時には 1.5msec 程度であった．（図
2、図 3）術後，患者の右耳の聴力低下は認められなかった． 
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